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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上の音声出力信号を生成するための装置であって、
　信号プロセッサ（１０５）と、
　出力インタフェース（１０６）と、を備え、
　前記信号プロセッサ（１０５）は、２つ以上のオリジナル音声信号の直進信号コンポー
ネントを含む直進コンポーネント信号を受信するように構成され、前記信号プロセッサ（
１０５）は、前記２つ以上のオリジナル音声信号の拡散信号コンポーネントを含む拡散コ
ンポーネント信号を受信するように構成され、前記信号プロセッサ（１０５）は、方向情
報を受信するように構成され、前記方向情報は、前記２つ以上のオリジナル音声信号の前
記直進信号コンポーネントの到来方向に依存し、
　前記信号プロセッサ（１０５）は、前記拡散コンポーネント信号に依存している１つ以
上の処理された拡散信号を生成するように構成され、
　前記１つ以上の音声出力信号のそれぞれの音声出力信号について、前記信号プロセッサ
（１０５）は、前記到来方向に依存して、利得値である直進利得を決定するように構成さ
れ、前記信号プロセッサ（１０５）は、処理された直進信号を得るために、前記直進利得
を前記直進コンポーネント信号に適用するように構成され、そして、前記信号プロセッサ
（１０５）は、前記音声出力信号を生成するために、前記処理された直進信号と前記１つ
以上の処理された拡散信号のうちの１つとを結合するように構成され、
　前記出力インタフェース（１０６）は、前記１つ以上の音声出力信号を出力するように
構成され、
　前記信号プロセッサ（１０５）は、１つ以上の利得関数を計算するための利得関数計算
モジュール（１０４）を含み、前記１つ以上の利得関数のそれぞれの利得関数は、複数の
利得関数議論値を含み、利得関数リターン値は、前記利得関数議論値のそれぞれに割り当
てられ、前記利得関数が前記利得関数議論値の１つを受信するとき、前記利得関数は、前
記利得関数議論値のうちの前記１つに割り当てられている前記利得関数リターン値に戻す
ように構成され、
　前記信号プロセッサ（１０５）は、前記利得関数から方向依存議論値に割り当てられて
いる前記利得関数リターン値を得て、そして、前記利得関数から得られた前記利得関数リ
ターン値に依存する前記１つ以上の音声出力信号のうちの少なくとも１つの音声出力信号



(2) JP 2017-517948 A5 2018.8.16

の利得値を決定するために、前記到来方向に依存して、前記１つ以上の利得関数の利得関
数の前記利得関数議論値から前記方向依存議論値を選択するための信号変更器（１０３）
を更に含むこと、
　を特徴とする装置。
【請求項２】
　１つ以上の音声出力信号を生成するためのシステムであって、
　請求項１に記載された装置と、
　分解モジュール（１０１）と、を備え、
　前記分解モジュール（１０１）は、前記２つ以上のオリジナル音声信号である２つ以上
の音声入力信号を受信するように構成され、
　前記分解モジュール（１０１）は、前記２つ以上のオリジナル音声信号の前記直進信号
コンポーネントを含む前記直進コンポーネント信号を生成するように構成され、そして、
　前記分解モジュール（１０１）は、前記２つ以上のオリジナル音声信号の前記拡散信号
コンポーネントを含む前記拡散コンポーネント信号を生成するように構成されていること
、
　を特徴とするシステム。
【請求項３】
　前記利得関数計算モジュール（１０４）は、前記１つ以上の利得関数のそれぞれの利得
関数について１つのルックアップ・テーブルを生成するように構成され、前記ルックアッ
プ・テーブルは複数のエントリーを含み、前記ルックアップ・テーブルのそれぞれのエン
トリーは前記利得関数議論値のうちの１つと、前記１つの利得関数議論値に割り当てられ
ている前記利得関数リターン値とを含み、
　前記利得関数計算モジュール（１０４）は、それぞれの利得関数の前記ルックアップ・
テーブルを持続的な又は非持続的なメモリーに記憶するように構成され、
　前記信号変更器（１０３）は、前記メモリーに記憶されている１つ以上の前記ルックア
ップ・テーブルのうちの１つから、前記利得関数リターン値を読み出すことによって、前
記方向依存議論値に割り当てられている前記利得関数リターン値を得るように構成されて
いること、
　を特徴とする請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記信号プロセッサ（１０５）は、２つ以上の音声出力信号を決定するように構成され
、
　前記利得関数計算モジュール（１０４）は、２つ以上の利得関数を計算するように構成
され、
　前記２つ以上の音声出力信号のそれぞれの音声出力信号について、前記利得関数計算モ
ジュール（１０４）は、前記２つ以上の利得関数のうちの１つとして、前記音声出力信号
に割り当てられているパンニング利得関数を計算するように構成され、前記信号変更器（
１０３）は、前記パンニング利得関数に依存して前記音声出力信号を生成するように構成
されていること、
　を特徴とする請求項２または請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記２つ以上の音声出力信号のそれぞれの前記パンニング利得関数は、前記パンニング
利得関数の前記利得関数議論値のうちの１つである１つ以上のグローバル最大値を持ち、
前記パンニング利得関数の前記１つ以上のグローバル最大値のそれぞれについて、前記パ
ンニング利得関数が、前記グローバル最大値のためよりも大きい利得関数リターン値を戻
す別の利得関数議論値は存在せず、
　前記２つ以上の音声出力信号の第１の音声出力信号および第２の音声出力信号のペアの
それぞれについて、前記第１の音声出力信号の前記パンニング利得関数の前記１つ以上の
グローバル最大値の少なくとも１つが、前記第２の音声出力信号の前記パンニング利得関
数の前記１つ以上のグローバル最大値の何れとも異なること、
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　を特徴とする請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記２つ以上の音声出力信号のそれぞれの音声出力信号について、前記利得関数計算モ
ジュール（１０４）は、前記２つ以上の利得関数のうちの１つとして、前記音声出力信号
に割り当てられている窓利得関数を計算するように構成され、
　前記信号変更器（１０３）は、前記窓利得関数に依存している前記音声出力信号を生成
するように構成され、
　仮に窓関数議論値が、下部の窓閾値より大きく、かつ、上部の窓閾値より小さいならば
、前記窓利得関数は、どの利得関数リターン値よりも大きい利得関数リターン値を戻すよ
うに構成され、仮に前記窓関数議論値が前記下部の窓閾値より小さく、あるいは、前記上
部の窓閾値より大きいならば、前記窓利得関数は、前記窓利得関数によって戻すように構
成されていること
　を特徴とする請求項４または請求項５のいずれかに記載のシステム。
【請求項７】
　前記２つ以上の音声出力信号のそれぞれの前記窓利得関数は、前記窓利得関数の前記利
得関数議論値のうちの１つである１つ以上のグローバル最大値を持ち、前記窓利得関数の
前記１つ以上のグローバル最大値のそれぞれについて、前記窓利得関数が前記グローバル
最大値に対してよりも大きい利得関数リターン値を戻す別の利得関数議論値は存在せず、
　前記２つ以上の音声出力信号の第１の音声出力信号および第２の音声出力信号のペアの
それぞれについて、前記第１の音声出力信号の前記窓利得関数の前記１つ以上のグローバ
ル最大値の少なくとも１つが、前記第２の音声出力信号の前記窓利得関数の前記１つ以上
のグローバル最大値の１つと等しいこと、
　を特徴とする請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記利得関数計算モジュール（１０４）は、到来方向に対する視方向の角度シフトを示
している配向情報を更に受信するように構成され、
　前記利得関数計算モジュール（１０４）は、前記配向情報に依存して、前記音声出力信
号のそれぞれの前記パンニング利得関数を生成するように構成されていること、
　を特徴とする請求項６または請求項７のいずれかに記載のシステム。
【請求項９】
　前記利得関数計算モジュール（１０４）は、前記配向情報に依存して、前記音声出力信
号のそれぞれの前記窓利得関数を生成するように構成されていること、を特徴とする請求
項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記利得関数計算モジュール（１０４）は、ズーム情報を更に受信するように構成され
、前記ズーム情報がカメラの開口角度を示し、
　前記利得関数計算モジュール（１０４）は、前記ズーム情報に依存して、前記音声出力
信号のそれぞれの前記パンニング利得関数を生成するように構成されていること、
　を特徴とする請求項６～請求項９のいずれかに記載のシステム。
【請求項１１】
　前記利得関数計算モジュール（１０４）は、前記ズーム情報に依存して、前記音声出力
信号のそれぞれの前記窓利得関数を生成するように構成されていること、を特徴とする請
求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記利得関数計算モジュール（１０４）は、映像イメージおよび音響イメージを位置合
わせするための測定パラメータを更に受信するように構成され、
　前記利得関数計算モジュール（１０４）は、前記測定パラメータに依存して、前記音声
出力信号のそれぞれの前記パンニング利得関数を生成するように構成されていること、
　を特徴とする請求項６～請求項１１のいずれかに記載のシステム。
【請求項１３】
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　前記利得関数計算モジュール（１０４）は、前記測定パラメータに依存して、前記音声
出力信号のそれぞれの前記窓利得関数を生成するように構成されていること、を特徴とす
る請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記利得関数計算モジュール（１０４）は、映像イメージについての情報を受信するよ
うに構成され、
　前記利得関数計算モジュール（１０４）は、映像イメージについての前記情報に依存し
て、音源の知覚的拡がりを実現するために、複合利得を戻す、ぼけ関数を生成するように
構成されていること、
　を特徴とする請求項２～請求項１３のいずれかに記載のシステム。
【請求項１５】
　１つ以上の音声出力信号を生成するための方法であって、
　２つ以上のオリジナル音声信号の直進信号コンポーネントを含む直進コンポーネント信
号を受信し、
　前記２つ以上のオリジナル音声信号の拡散信号コンポーネントを含む拡散コンポーネン
ト信号を受信し、
　方向情報を受信し、前記方向情報は、前記２つ以上のオリジナル音声信号の前記直進信
号コンポーネントの到来方向に依存し、
　前記拡散コンポーネント信号に依存して、１つ以上の処理された拡散信号を生成し、
　前記１つ以上の音声出力信号のそれぞれの音声出力信号について、到来方向に依存して
直進利得を決定し、処理された直進信号を得るために前記直進コンポーネント信号に前記
直進利得を適用し、そして、前記音声出力信号を生成するために、前記処理された直進信
号と前記１つ以上の処理された拡散信号の１つとを結合し、
　前記１つ以上の音声出力信号を出力し、
　前記１つ以上の音声出力信号を生成することは、１つ以上の利得関数を計算することを
含み、前記１つ以上の利得関数のそれぞれの利得関数は、複数の利得関数議論値を含み、
利得関数リターン値は、前記利得関数議論値のそれぞれに割り当てられ、前記利得関数が
前記利得関数議論値のうちの１つを受信するとき、前記利得関数が、前記利得関数議論値
のうちの前記１つに割り当てられている前記利得関数リターン値を戻すように構成され、
　前記１つ以上の音声出力信号を生成することは、前記利得関数から方向依存議論値に割
り当てられている前記利得関数リターン値を得るために、および、前記利得関数から得ら
れた前記利得関数リターン値に依存して、前記１つ以上の音声出力信号のうちの少なくと
も１つの音声出力信号の利得値を決定するために、前記到来方向に依存して、前記１つ以
上の利得関数の利得関数の前記利得関数議論値から前記方向依存議論値を選択することを
含むこと、
　を特徴とする方法。
【請求項１６】
　前記２つ以上のオリジナル音声信号である２つ以上の音声入力信号を受信し、
　前記２つ以上のオリジナル音声信号の前記直進信号コンポーネントを含む前記直進コン
ポーネント信号を生成し、
　前記２つ以上のオリジナル音声信号の前記拡散信号コンポーネントを含む前記拡散コン
ポーネント信号を生成すること、
　を特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　コンピュータプログラムがコンピュータ上もしくは信号プロセッサ上で実行されると、
前記コンピュータもしくは前記信号プロセッサが請求項１５または請求項１６の方法を実
行する、コンピュータプログラム。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　柔軟な空間音の録音と再生のための周知の取り組みは、方向音声コード化（ＤｉｒＡＣ
）［４］に表されている。ＤｉｒＡＣにおいて、近端側の空間音は、音声信号およびパラ
メータ副情報、すなわち、音の到来方向（ＤＯＡ）および拡散性について説明される。パ
ラメータの説明は、任意のスピーカーセットアップによって、オリジナルの空間イメージ
の再生を可能にする。これは、遠端側で再創成された空間イメージが、近端側で録音され
ている間、空間イメージと矛盾しないことを意味する。しかし、仮に、例えば、映像が、
録音された音声を誉めているならば、再生された空間音は必ずしも映像イメージに合わさ
れない。さらに、映像イメージが変化するとき、例えば、カメラの視方向とズームとが変
更されるとき、再生された音響イメージは調整できない。これは、ＤｉｒＡＣが、再生さ
れた音響イメージを、任意の望ましい空間イメージに適合させる可能性を提供しないこと
を意味している。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　１つ以上の音声出力信号を生成するためのシステムが提供される。システムは、分解モ
ジュールと、信号プロセッサと、出力インタフェースとを備えている。分解モジュールは
、２つ以上の音声入力信号を受信するように構成され、分解モジュールは、２つ以上の音
声入力信号の直進信号コンポーネントを含む直進コンポーネント信号を生成するように構
成され、そして、分解モジュールは、２つ以上の音声入力信号の拡散信号コンポーネント
を含む拡散コンポーネント信号を生成するように構成されている。信号プロセッサは、直
進コンポーネント信号および拡散信号コンポーネント信号および方向情報を受信するよう
に構成され、方向情報は、２つ以上の音声入力信号の直進信号コンポーネントの到来方向
に依存する。さらに、信号プロセッサは、拡散コンポーネント信号に依存している１つ以
上の処理された拡散信号を生成するように構成されている。１つ以上の音声出力信号のそ
れぞれの音声出力信号のために、信号プロセッサは、到来方向に依存して直進利得を決定
するように構成され、信号プロセッサは、処理された直進信号を得るために、前記直進利
得を直進コンポーネント信号に適用するように構成され、そして、信号プロセッサは、前
記音声出力信号を生成するために、前記処理された直進信号と１つ以上の処理された拡散
信号のうちの１つとを結合するように構成されている。出力インタフェースは、１つ以上
の音声出力信号を出力するように構成されている。信号プロセッサは、１つ以上の利得関
数を計算するための利得関数計算モジュールを含み、１つ以上の利得関数のそれぞれの利
得関数は、複数の利得関数議論値を含み、利得関数リターン値は、前記利得関数議論値の
それぞれに割り当てられ、前記利得関数が前記利得関数議論値の１つを受信するとき、前
記利得関数は、前記利得関数議論値のうちの１つに割り当てられている利得関数リターン
値に戻すように構成されている。さらに、信号プロセッサは、前記利得関数から方向依存
議論値に割り当てられている利得関数リターン値を得るために、および、前記利得関数か
ら得られた利得関数リターン値に依存する１つ以上の音声出力信号のうちの少なくとも１
つの音声出力信号の利得値を決定するために、到来方向に依存して、１つ以上の利得関数
の利得関数の前記利得関数議論値から前記方向依存議論値を選択するための信号変更器を
更に含む。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００１２】
　実施の形態に従って、利得関数計算モジュールは、例えば、１つ以上の利得関数のそれ
ぞれの利得関数のために、ルックアップ・テーブルを生成するように構成され、ルックア
ップ・テーブルは複数のエントリーを含み、ルックアップ・テーブルのそれぞれのエント
リーは利得関数議論値のうちの１つと、１つの利得関数議論値に割り当てられている利得
関数リターン値とを含み、利得関数計算モジュールは、例えば、それぞれの利得関数のル
ックアップ・テーブルを持続的な又は非持続的なメモリーに記憶するように構成され、信
号変更器は、例えば、メモリーに記憶されている１つ以上のルックアップ・テーブルのう
ちの１つから、前記利得関数リターン値を読み出すことによって、前記方向依存議論値に
割り当てられている利得関数リターン値を得るように構成されている。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　実施の形態に従って、２つ以上の音声出力信号のそれぞれのパンニング利得関数は、例
えば、前記パンニング利得関数の利得関数議論値のうちの１つである１つ以上のグローバ
ル最大値を持ち、前記パンニング利得関数の１つ以上のグローバル最大値のそれぞれに対
して、前記パンニング利得関数が、前記グローバル最大値のためより大きい利得関数リタ
ーン値を戻す別の利得関数議論値は存在せず、２つ以上の音声出力信号の第１の音声出力
信号および第２の音声出力信号のペアのそれぞれについて、第１の音声出力信号のパンニ
ング利得関数の１つ以上のグローバル最大値の少なくとも１つが、例えば、第２の音声出
力信号のパンニング利得関数の１つ以上のグローバル最大値の何れとも異なる。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
　実施の形態において、２つ以上の音声出力信号のそれぞれの窓利得関数は、前記窓利得
関数の利得関数議論値のうちの１つである１つ以上のグローバル最大値を持ち、前記窓利
得関数の１つ以上のグローバル最大値のそれぞれのために、窓利得関数が前記グローバル
最大値より大きい利得関数リターン値を戻す別の利得関数議論値は存在せず、２つ以上の
音声出力信号の第１の音声出力信号および第２の音声出力信号のペアのそれぞれについて
、第１の音声出力信号の窓利得関数の１つ以上のグローバル最大値の少なくとも１つが、
例えば、第２の音声出力信号の窓利得関数の１つ以上のグローバル最大値の１つと等しい
。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　実施の形態に従って、利得関数計算モジュールは、例えば、到来方向についての視方向
の角度シフトを示している配向情報を更に受信するように構成され、利得関数計算モジュ
ールは、例えば、配向情報に依存している音声出力信号のそれぞれのパンニング利得関数
を生成するように構成されている。
【誤訳訂正８】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　さらに、１つ以上の音声出力信号を生成するための装置が提供される。装置は、信号プ
ロセッサと、出力インタフェースと、を備えている。信号プロセッサは、２つ以上のオリ
ジナル音声信号の直進信号コンポーネントを含む直進コンポーネント信号を受信するよう
に構成され、信号プロセッサは、２つ以上のオリジナル音声信号の拡散信号コンポーネン
トを含む拡散コンポーネント信号を受信するように構成され、信号プロセッサは、方向情
報を受信するように構成され、前記方向情報は、２つ以上の音声入力信号の直進信号コン
ポーネントの到来方向に依存している。さらに、信号プロセッサは、拡散コンポーネント
信号に依存している１つ以上の処理された拡散信号を生成するように構成されている。１
つ以上の音声出力信号のそれぞれの音声出力信号のために、信号プロセッサは、到来方向
に依存して直進利得を決定するように構成され、信号プロセッサは、処理された直進信号
を得るために、前記直進利得を直進コンポーネント信号に適用するように構成され、そし
て、信号プロセッサは、前記音声出力信号を生成するために、処理された直進信号と１つ
以上の処理された拡散信号のうちの１つとを結合するように構成されている。出力インタ
フェースは、１つ以上の音声出力信号を出力するように構成されている。信号プロセッサ
は、１つ以上の利得関数を計算するための利得関数計算モジュールを含み、１つ以上の利
得関数のそれぞれの利得関数は、複数の利得関数議論値を含み、利得関数リターン値は、
前記利得関数議論値のそれぞれに割り当てられ、前記利得関数が前記利得関数議論値の１
つを受信するとき、前記利得関数が、前記利得関数議論値のうちの１つに割り当てられた
利得関数リターン値を戻すように構成されている。さらに、信号プロセッサは、前記利得
関数から方向依存議論値に割り当てられている利得関数リターン値を得るために、および
、前記利得関数から得られた前記利得関数リターン値に依存している１つ以上の音声出力
信号のうちの少なくとも１つの音声出力信号の利得値を決定するために、到来方向に依存
して、１つ以上の利得関数の利得関数の利得関数議論値から前記方向依存議論値を選択す
るための信号変更器を更に含む。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
　さらに、１つ以上の音声出力信号を生成するための方法が提供される。方法は、
　２つ以上の音声入力信号を受信し、
　２つ以上の音声入力信号の直進信号コンポーネントを含む直進コンポーネント信号を生
成し、
　２つ以上の音声入力信号の拡散信号コンポーネントを含む拡散コンポーネント信号を生
成し、
　２つ以上の音声入力信号の直進信号コンポーネントの到来方向に依存している方向情報
を受信し、
　拡散コンポーネント信号に依存している１つ以上の処理された拡散信号を生成し、
　１つ以上の音声出力信号のそれぞれの音声出力信号のために、到来方向に依存して直進
利得を決定し、処理された直進信号を得るために直進コンポーネント信号に前記直進利得
を適用して、そして、前記音声出力信号を生成するために、処理された直進信号と１つ以
上の処理された拡散信号の１つとを結合し、そして、
　１つ以上の音声出力信号を出力すること、を含む。
【誤訳訂正１０】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２６】
　１つ以上の音声出力信号を生成することは、１つ以上の利得関数を計算することを含み
、１つ以上の利得関数のそれぞれの利得関数は、複数の利得関数議論値を含み、利得関数
リターン値は、前記利得関数議論値のそれぞれに割り当てられ、前記利得関数が前記利得
関数議論値のうちの１つを受信するとき、前記利得関数が、前記利得関数議論値のうちの
１つに割り当てられている利得関数リターン値を戻すように構成されている。さらに、１
つ以上の音声出力信号を生成することは、前記利得関数から方向依存議論値に割り当てら
れている利得関数リターン値を得るために、および、前記利得関数から得られた前記利得
関数リターン値に依存する１つ以上の音声出力信号のうちの少なくとも１つの音声出力信
号の利得値を決定するために、到来方向に依存して、１つ以上の利得関数の利得関数の利
得関数議論値から前記方向依存議論値を選択することを含む。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
　さらに、１つ以上の音声出力信号を生成するための方法が提供される。方法は、
　２つ以上のオリジナル音声信号の直進信号コンポーネントを含む直進コンポーネント信
号を受信し、
　２つ以上のオリジナル音声信号の拡散信号コンポーネントを含む拡散コンポーネント信
号を受信し、
　方向情報を受信し、方向情報は２つ以上の音声入力信号の直進信号コンポーネントの到
来方向に依存し、
　拡散コンポーネント信号に依存している１つ以上の処理された拡散信号を生成し、
　１つ以上の音声出力信号のそれぞれの音声出力信号のために、到来方向に依存して直進
利得を決定し、処理された直進信号を得るために直進コンポーネント信号に前記直進利得
を適用して、そして、前記音声出力信号を生成するために、処理された直進信号と１つ以
上の処理された拡散信号の１つとを結合し、そして、
　１つ以上の音声出力信号を出力すること、を含む。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２８】
　１つ以上の音声出力信号を生成することは、１つ以上の利得関数を計算することを含み
、１つ以上の利得関数のそれぞれの利得関数は、複数の利得関数議論値を含み、利得関数
リターン値は、前記利得関数議論値のそれぞれに割り当てられ、前記利得関数が前記利得
関数議論値のうちの１つを受信するとき、前記利得関数が、前記利得関数議論値のうちの
１つに割り当てられている利得関数リターン値を戻すように構成されている。さらに、１
つ以上の音声出力信号を生成することは、前記利得関数から方向依存議論値に割り当てら
れている利得関数リターン値を得るために、および、前記利得関数から得られた前記利得
関数リターン値に依存する１つ以上の音声出力信号のうちの少なくとも１つの音声出力信
号の利得値を決定するために、到来方向に依存して、１つ以上の利得関数の利得関数の利
得関数議論値から前記方向依存議論値を選択することを含む。
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【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３０】
　さらに、１つ以上の音声出力信号を生成するためのシステムが提供される。システムは
、分解モジュールと、信号プロセッサと、出力インタフェースとを備えている。分解モジ
ュールは、２つ以上の音声入力信号を受信するように構成され、分解モジュールは、２つ
以上の音声入力信号の直進信号コンポーネントを含む直進コンポーネント信号を生成する
ように構成され、そして、分解モジュールは、２つ以上の音声入力信号の拡散信号コンポ
ーネントを含む拡散コンポーネント信号を生成するように構成されている。信号プロセッ
サは、直進コンポーネント信号および拡散コンポーネント信号および方向情報を受信する
ように構成され、方向情報は、２つ以上の音声入力信号の直進信号コンポーネントの到来
方向に依存する。さらに、信号プロセッサは、拡散コンポーネント信号に依存している１
つ以上の処理された拡散信号を生成するように構成されている。１つ以上の音声出力信号
のそれぞれの音声出力信号のために、信号プロセッサは、到来方向に依存して直進利得を
決定するように構成され、信号プロセッサは、処理された直進信号を得るために、前記直
進利得を直進コンポーネント信号に適用するように構成され、そして、信号プロセッサは
、前記音声出力信号を生成するために、前記処理された直進信号と１つ以上の処理された
拡散信号のうちの１つとを結合するように構成されている。出力インタフェースは、１つ
以上の音声出力信号を出力するように構成されている。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
　実施の形態に従って、信号プロセッサは、例えば、２つ以上の音声出力信号を決定する
ように構成され、２つ以上の音声出力信号のそれぞれの音声出力信号のために、パンニン
グ利得関数は、例えば、前記音声出力信号に割り当てられ、２つ以上の音声出力信号のそ
れぞれのパンニング利得関数は、複数のパンニング関数議論値を含み、パンニング関数リ
ターン値は、例えば、前記パンニング関数議論値のそれぞれに割り当てられ、前記パンニ
ング利得関数が、前記パンニング関数議論値の１つを受信するとき、前記パンニング利得
関数が、例えば、前記パンニング関数議論値の前記１つに割り当てられているパンニング
関数リターン値を戻すように構成され、そして、信号プロセッサは、例えば、前記音声出
力信号に割り当てられているパンニング利得関数のパンニング関数議論値の方向依存議論
値に依存している２つ以上の音声出力信号のそれぞれを決定するように構成され、前記方
向依存議論値は、到来方向に依存する。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３３】
　実施の形態において、２つ以上の音声出力信号のそれぞれのパンニング利得関数は、パ
ンニング関数議論値のうちの１つである１つ以上のグローバル最大値を持ち、それぞれの
パンニング利得関数の１つ以上のグローバル最大値のそれぞれに対して、前記パンニング
利得関数が、前記グローバル最大値より大きいパンニング関数リターン値を戻す別のパン
ニング関数議論値は存在せず、２つ以上の音声出力信号の第１の音声出力信号および第２
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の音声出力信号のペアのそれぞれについて、第１の音声出力信号のパンニング利得関数の
１つ以上のグローバル最大値の少なくとも１つが、例えば、第２の音声出力信号のパンニ
ング利得関数の１つ以上のグローバル最大値の何れとも異なる。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　実施の形態において、信号プロセッサは、例えば、到来方向について視方向の角度シフ
トを示している配向情報をさらに受信するように構成され、パンニング利得関数と窓利得
関数との少なくとも１つが、配向情報に依存する。または、利得関数計算モジュールは、
例えば、ズーム情報をさらに受信するように構成され、ズーム情報は、カメラの開口角度
を示し、パンニング利得関数と窓利得関数との少なくとも１つが、ズーム情報に依存する
。または、利得関数計算モジュールは、例えば、測定パラメータをさらに受信するように
構成され、パンニング利得関数と窓利得関数との少なくとも１つが、測定パラメータに依
存する。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　実施の形態に従って、信号プロセッサは、例えば、２つ以上の音声入力信号の直進信号
コンポーネントの到来方向であるオリジナルの到来方向に依存しているオリジナルの角度
値を受信するように構成され、そして、例えば、距離情報を受信するように構成されてい
る。信号プロセッサは、例えば、オリジナル角度値に依存し、かつ、距離情報に依存して
いる修正された角度値を計算するように構成されている。そして、信号プロセッサは、例
えば、修正された角度値に依存している１つ以上の音声出力信号のそれぞれの音声出力信
号を生成するように構成されている。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
　実施の形態に従って、信号プロセッサは、例えば、ローパスフィルタリングを実行する
ことによって、または、遅延直進音を追加することによって、または、直進音の減衰を実
行することによって、または、時間的円滑化を実行することによって、または、到来方向
の拡がりを実行することによって、または、非相関性を実行することによって、１つ以上
の音声出力信号を生成するように構成されている。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
　実施の形態に従って、直進コンポーネント信号および１つ以上の別の直進コンポーネン
ト信号は、２つ以上の直進コンポーネント信号のグループを形成する。分解モジュールは
、例えば、２つ以上の音声入力信号の別の直進信号コンポーネントを含む１つ以上の別の
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直進コンポーネント信号を生成するように構成されている。到来方向および１つ以上の別
の到来方向は、２つ以上の到来方向のグループを形成する。２つ以上の到来方向のグルー
プのそれぞれの到来方向は、例えば、２つ以上の直進コンポーネント信号のグループのち
ょうど１つの直進コンポーネント信号に割り当てられる。２つ以上の直進コンポーネント
信号の直進コンポーネント信号の数と２つの到来方向の到来方向の数とは、例えば等しい
。信号プロセッサは、例えば、２つ以上の直進コンポーネント信号のグループと２つ以上
の到来方向のグループとを受信するように構成されている。そして、１つ以上の音声出力
信号のそれぞれの音声出力信号のために、信号プロセッサは、例えば、２つ以上の直進コ
ンポーネント信号のグループのそれぞれの直進コンポーネント信号毎に、前記直進コンポ
ーネント信号の到来方向に依存している直進利得を決定するように構成されている。信号
プロセッサは、例えば、２つ以上の直進コンポーネント信号のグループのそれぞれの直進
コンポーネント信号毎に、前記直進コンポーネント信号の直進利得を前記直進コンポーネ
ント信号に適用することによって、２つ以上の処理された直進信号のグループを生成する
ように構成されている。そして、信号プロセッサは、例えば、前記音声出力信号を生成す
るために、１つ以上の処理された拡散信号のうちの１つと、２つ以上の処理された信号の
グループのそれぞれの処理された信号と、を結合するように構成されている。
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
　さらに、上述したシステムを含む補聴器または補助聞き取り装置が、例えば、提供され
る。
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
　さらに、１つ以上の音声出力信号を生成するための装置が提供される。装置は、信号プ
ロセッサと、出力インタフェースと、を備えている。信号プロセッサは、２つ以上のオリ
ジナル音声信号の直進信号コンポーネントを含む直進コンポーネント信号を受信するよう
に構成されている。信号プロセッサは、２つ以上のオリジナル音声信号の拡散信号コンポ
ーネントを含む拡散コンポーネント信号を受信するように構成されている、信号プロセッ
サは、方向情報を受信するように構成され、方向情報は、２つ以上の音声入力信号の直進
信号コンポーネントの到来方向に依存している。さらに、信号プロセッサは、拡散コンポ
ーネント信号に依存している１つ以上の処理された拡散信号を生成するように構成されて
いる。１つ以上の音声出力信号のそれぞれの音声出力信号のために、信号プロセッサは、
到来方向に依存して直進利得を決定するように構成されている。信号プロセッサは、処理
された直進信号を得るために、前記直進利得を直進コンポーネント信号に適用するように
構成されている。そして、信号プロセッサは、音声出力信号を生成するために、前記処理
された直進信号と１つ以上の処理された拡散信号のうちの１つとを結合するように構成さ
れている。出力インタフェースは、１つ以上の音声出力信号を出力するように構成されて
いる。
【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００４４】
　さらに、１つ以上の音声出力信号を生成するための方法が提供される。方法は、
　２つ以上の音声入力信号を受信し、
　２つ以上の音声入力信号の直進信号コンポーネントを含む直進コンポーネント信号を生
成し、
　２つ以上の音声入力信号の拡散信号コンポーネントを含む拡散コンポーネント信号を生
成し、
　２つ以上の音声入力信号の直進信号コンポーネントの到来方向に依存している方向情報
を受信し、
　拡散コンポーネント信号に依存している１つ以上の処理された拡散信号を生成し、
　１つ以上の音声出力信号のそれぞれの音声出力信号のために、到来方向に依存して直進
利得を決定し、処理された直進信号を得るために直進コンポーネント信号に前記直進利得
を適用し、そして、前記音声出力信号を生成するために、処理された直進信号と１つ以上
の処理された拡散信号の１つとを結合し、そして、
　１つ以上の音声出力信号を出力すること、を含む。
【誤訳訂正２３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
　さらに、１つ以上の音声出力信号を生成するための方法が提供される。方法は、
　２つ以上のオリジナル音声信号の直進信号コンポーネントを含む直進コンポーネント信
号を受信し、
　２つ以上のオリジナル音声信号の拡散信号コンポーネントを含む拡散コンポーネント信
号を受信し、
　方向情報を受信し、前記方向情報は２つ以上の音声入力信号の直進信号コンポーネント
の到来方向に依存し、
　拡散コンポーネント信号に依存している１つ以上の処理された拡散信号を生成し、
　１つ以上の音声出力信号のそれぞれの音声出力信号のために、到来方向に依存して直進
利得を決定し、処理された直進信号を得るために直進コンポーネント信号に前記直進利得
を適用し、そして、音声出力信号を生成するために、処理された直進信号と１つ以上の処
理された拡散信号の１つとを結合し、そして、
　１つ以上の音声出力信号を出力すること、を含む。
【誤訳訂正２４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
　図１ａは、１つ以上の音声出力信号を生成するためのシステムを説明する。システムは
、分解モジュール１０１と信号プロセッサ１０５と出力インタフェース１０６とを含む。
【誤訳訂正２５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５０】
　分解モジュール１０１は、２つ以上の音声入力信号ｘ1（ｋ，ｎ）、ｘ2（ｋ，ｎ）、…
、ｘp（ｋ，ｎ）の直進信号コンポーネントを含む直進コンポーネント信号Ｘdir（ｋ，ｎ
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）を生成するように構成されている。さらに、分解モジュール１０１は、２つ以上の音声
入力信号ｘ1（ｋ，ｎ）、ｘ2（ｋ，ｎ）、…、ｘp（ｋ，ｎ）の拡散信号コンポーネント
を含む拡散コンポーネント信号Ｘdiff（ｋ，ｎ）を生成するように構成されている。
【誤訳訂正２６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５１】
　信号プロセッサ１０５は、直進コンポーネント信号Ｘdir（ｋ，ｎ）と拡散コンポーネ
ント信号Ｘdiff（ｋ，ｎ）と方向情報とを受信するように構成され、前記方向情報は、２
つ以上の音声入力信号ｘ1（ｋ，ｎ）、ｘ2（ｋ，ｎ）、…、ｘp（ｋ，ｎ）の直進信号コ
ンポーネントの到来方向に依存している。
【誤訳訂正２７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５３】
　１つ以上の音声出力信号Ｙ1（ｋ，ｎ）、Ｙ2（ｋ，ｎ）、…、Ｙv（ｋ，ｎ）のそれぞ
れの音声出力信号Ｙi（ｋ，ｎ）のために、信号プロセッサ１０５は、到来方向に依存し
て直進利得Ｇi（ｋ，ｎ）を決定するように構成されている。信号プロセッサ１０５は、
処理された直進信号Ｙdir,i（ｋ，ｎ）を得るために、前記直進利得Ｇi（ｋ，ｎ）を直進
コンポーネント信号Ｘdir（ｋ，ｎ）に適用するように構成されている。そして、信号プ
ロセッサ１０５は、音声出力信号Ｙi（ｋ，ｎ）を生成するために、前記処理された直進
信号Ｙdir,i（ｋ，ｎ）と１つ以上の処理された拡散信号Ｙdiff,1（ｋ，ｎ）、Ｙdiff,2

（ｋ，ｎ）、…、Ｙdiff,v（ｋ，ｎ）の１つＹdiff,i（ｋ，ｎ）とを結合するように構成
されている。
【誤訳訂正２８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５５】
　概説したように、方向情報は、２つ以上の音声入力信号ｘ1（ｋ，ｎ）、ｘ2（ｋ，ｎ）
、…ｘp（ｋ，ｎ）の直進信号コンポーネントの到来方向φ（ｋ，ｎ）に依存する。例え
ば、２つ以上の音声入力信号ｘ1（ｋ，ｎ）、ｘ2（ｋ，ｎ）、…ｘp（ｋ，ｎ）の直進信
号コンポーネントの到来方向は、例えば方向情報自身である。または、例えば方向情報は
、２つ以上の音声入力信号ｘ1（ｋ，ｎ）、ｘ2（ｋ，ｎ）、…ｘp（ｋ，ｎ）の直進信号
コンポーネントの伝播方向である。到来方向が、受信マイクロフォン配列から音源までを
示しながら、伝播方向は、音源から受信マイクロフォン配列までを示す。従って、伝播方
向は、到来方向の逆方向を正確に示し、それ故、到来方向に依存する。
【誤訳訂正２９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５６】
　１つ以上の音声出力信号Ｙ1（ｋ，ｎ）、Ｙ2（ｋ，ｎ）、…、Ｙv（ｋ，ｎ）の１つＹi

（ｋ，ｎ）を生成するために、信号プロセッサ１０５は、
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　到来方向に依存して、直進利得Ｇi（ｋ，ｎ）を決定し、
　処理された直進信号Ｙdir,i（ｋ，ｎ）を得るために、前記直進利得Ｇi（ｋ，ｎ）を直
進コンポーネント信号Ｘdir（ｋ，ｎ）に適用し、
　前記音声出力信号Ｙi（ｋ，ｎ）を生成するために、前記処理された直進信号Ｙdir,i（
ｋ，ｎ）と１つ以上の処理された拡散信号Ｙdiff,1（ｋ，ｎ）、Ｙdiff,2（ｋ，ｎ）、…
、Ｙdiff,v（ｋ，ｎ）の１つＹdiff,i（ｋ，ｎ）とを結合する。
【誤訳訂正３０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５９】
　分解モジュール１０１は、例えば、１つ以上の音声入力信号を、直進コンポーネント信
号と拡散コンポーネント信号とに分解することによって、２つ以上の音声入力信号ｘ1（
ｋ，ｎ）、ｘ2（ｋ，ｎ）、…ｘp（ｋ，ｎ）の直進信号コンポーネントを含む直進コンポ
ーネント信号Ｘdir（ｋ，ｎ）と、２つ以上の音声入力信号ｘ1（ｋ，ｎ）、ｘ2（ｋ，ｎ
）、…ｘp（ｋ，ｎ）の拡散信号コンポーネントを含む拡散コンポーネント信号Ｘdiff（
ｋ，ｎ）とを生成するように構成されている。
【誤訳訂正３１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６６】
　図１ａの実施の形態は、２つ以上の音声入力信号ｘ1（ｋ，ｎ）、ｘ2（ｋ，ｎ）、…、
ｘp（ｋ，ｎ）の直進信号コンポーネントの到来方向を考慮する。従って、音声出力信号
Ｙ1（ｋ，ｎ）、Ｙ2（ｋ，ｎ）、…、Ｙv（ｋ，ｎ）は、直進コンポーネント信号Ｘdir（
ｋ，ｎ）と到来方向に依存している拡散コンポーネント信号Ｘdiff（ｋ，ｎ）とを柔軟に
適合することによって生成される。高度な適応化可能性が達成される。
【誤訳訂正３２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７１】
　図１ｂの装置は、信号プロセッサ１０５と出力インタフェース１０６とを含む。
【誤訳訂正３３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
　信号プロセッサ１０５は、２つ以上のオリジナルの音声信号ｘ1（ｋ，ｎ）、ｘ2（ｋ，
ｎ）、…、ｘp（ｋ，ｎ）（例えば、図１ａの音声入力信号）の直進信号コンポーネント
を含む直進コンポーネント信号Ｘdir（ｋ，ｎ）を受信するように構成されている。さら
に、信号プロセッサ１０５は、２つ以上のオリジナルの音声信号ｘ1（ｋ，ｎ）、ｘ2（ｋ
，ｎ）、…、ｘp（ｋ，ｎ）の拡散信号コンポーネントを含む拡散コンポーネント信号Ｘd

iff（ｋ，ｎ）を受信するように構成されている。さらに、信号プロセッサ１０５は、方
向情報を受信するように構成されている。前記方向情報は、２つ以上の音声入力信号の直
進信号コンポーネントの到来方向に依存している。
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【誤訳訂正３４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７４】
　１つ以上の音声出力信号Ｙ1（ｋ，ｎ）、Ｙ2（ｋ，ｎ）、…、Ｙv（ｋ，ｎ）のそれぞ
れの音声出力信号Ｙi（ｋ，ｎ）のために、信号プロセッサ１０５は、到来方向に依存し
て、直進利得Ｇi（ｋ，ｎ）を決定するように構成されている。信号プロセッサ１０５は
、処理された直進信号Ｙdir,i（ｋ，ｎ）を得るために、前記直進利得Ｇi（ｋ，ｎ）を直
進コンポーネント信号Ｘdir（ｋ，ｎ）に適用するように構成されている。そして、信号
プロセッサ１０５は、前記音声出力信号Ｙi（ｋ，ｎ）を生成するために、前記処理され
た直進信号Ｙdir,i（ｋ，ｎ）と１つ以上の処理された拡散信号Ｙdiff,1（ｋ，ｎ）、Ｙd

iff,2（ｋ，ｎ）、…、Ｙdiff,v（ｋ，ｎ）の１つＸdiff,i（ｋ，ｎ）とを結合するよう
に構成されている。
【誤訳訂正３５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７７】
　図１ｃは別の実施の形態に従っているシステムを示す。図１ｃにおいて、図１ａの信号
生成器１０５は、１つ以上の利得関数を計算するための利得関数計算モジュール１０４を
更に含む。１つ以上の利得関数のそれぞれの利得関数は、複数の利得関数議論値を含む。
利得関数リターン値は、前記利得関数議論値のそれぞれに割り当てられる。前記利得関数
が前記利得関数議論値の１つを受信するとき、前記利得関数は、前記利得関数議論値の前
記１つに割り当てられている利得関数リターン値を戻すように構成されている。
【誤訳訂正３６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７８】
　さらに、信号プロセッサ１０５は、到来方向に依存して、直進依存議論値を、１つ以上
の利得関数の利得関数の利得関数議論値から選択するための、そして、前記利得関数から
前記方向依存議論値に割り当てられている利得関数リターン値を得るための、そして、前
記利得関数から得られた前記利得関数リターン値に依存している１つ以上の音声出力のう
ちの少なくとも１つの利得値を決定するための信号変更器１０３を更に含む。
【誤訳訂正３７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８０】
　さらに、信号プロセッサ１０５は、到来方向に依存して、直進依存議論値を、１つ以上
の利得関数の利得関数の利得関数議論値から選択するための、そして、前記利得関数から
前記方向依存議論値に割り当てられている利得関数リターン値を得るための、そして、前
記利得関数から得られた前記利得関数リターン値に依存している１つ以上の音声出力のう
ちの少なくとも１つの利得値を決定するための信号変更器１０３を更に含む。
【誤訳訂正３８】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８３】
　例えば、遠端側で、特定の重み付けが、例えば、結果として生じている音声出力信号が
、望ましい空間イメージに矛盾しないように、再生された音響イメージを適合する取り出
された直進音と拡散音とに適用される。これらの重み付けは、例えば音響ズーム効果およ
び依存を、例えば直進音の到来方向（ＤＯＡ）上に、および、例えばズーミングファクタ
ーおよび／またはカメラの視方向上にモデルを作る。最終的な音声出力信号は、例えば、
それ故、重み付けされた直進音と拡散音とを合計することによって得られる。
【誤訳訂正３９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８６】
　図２は実施の形態に従っているシステムを説明する。近端側はモジュール１０１と１０
２とから成っている。遠端側はモジュール１０５と１０６とを含む。モジュール１０５自
身は、モジュール１０３と１０４とから成っている。参照が近端側と遠端側にされるとき
、いくつかの実施の形態において、第１の装置が近端側（例えば、モジュール１０１と１
０２とから成っている）を実行し、第２の装置が遠端側（例えば、モジュール１０３と１
０４とから成っている）を実行することが理解される。一方、別の実施の形態において、
１つの装置が、遠端側だけでなく近端側を実行する。そのような１つの装置は、例えば、
モジュール１０１と１０２と１０３と１０４とから成っている。
【誤訳訂正４０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８７】
　特に、図２は、分解モジュール１０１と、パラメータ推定モジュール１０２と、信号プ
ロセッサ１０５と、出力インタフェース１０６とを含む実施の形態に従っているシステム
を説明する。図２において、信号プロセッサ１０５は、利得関数計算モジュール１０４と
信号変更器１０３とを含む。信号プロセッサ１０５と出力インタフェース１０６とは、例
えば、図１ｂによって説明される装置を実現する。
【誤訳訂正４１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８８】
　図２において、とりわけ、パラメータ推定モジュール１０２は、例えば、２つ以上の音
声入力信号ｘ1（ｋ，ｎ）、ｘ2（ｋ，ｎ）、…、ｘp（ｋ，ｎ）を受信するように構成さ
れている。さらに、パラメータ推定モジュール１０２は、例えば、２つ以上の音声入力信
号に依存している２つ以上の音声入力信号ｘ1（ｋ，ｎ）、ｘ2（ｋ，ｎ）、…、ｘp（ｋ
，ｎ）の直進信号コンポーネントの到来方向を推定するように構成されている。信号プロ
セッサ１０５は、例えば、パラメータ推定モジュール１０２から２つ以上の音声入力信号
の直進信号コンポーネントの到来方向を含む到来方向情報を受信するように構成されてい
る。
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【誤訳訂正４２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０１】
　実施の形態に従って、１つの時間－周波数当たり１つ以上の平面波が、例えば、特に処
理される。例えば、２つの異なる方向から同じ周波数帯の２つ以上の平面波が、例えば、
マイクロフォン配列によって同じ時間ポイントに録音されるように到達する。これらの２
つの平面波は、それぞれ、異なる到来方向を持つ。そのようなシナリオにおいて、２つ以
上の平面波の直進信号コンポーネントおよびそれらの到来方向が、例えば、別々に考慮さ
れる。
【誤訳訂正４３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０２】
　実施の形態に従って、直進コンポーネント信号Ｘdir1（ｋ，ｎ）と１つ以上の別の直進
コンポーネント信号Ｘdir2（ｋ，ｎ）、…、Ｘdir q（ｋ，ｎ）は、例えば、２つ以上の
直進コンポーネント信号Ｘdir1（ｋ，ｎ）、Ｘdir2（ｋ，ｎ）…、Ｘdir q（ｋ）のグル
ープを形成する。分解モジュール１０１は、例えば、２つ以上の音声入力信号ｘ1（ｋ，
ｎ）、ｘ2（ｋ，ｎ）、…、ｘp（ｋ，ｎ）の別の直進信号コンポーネントを含む１つ以上
の別の直進コンポーネント信号Ｘdir2（ｋ，ｎ）、…、Ｘdir q（ｋ，ｎ）を生成するよ
うに構成されている。
【誤訳訂正４４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０３】
　到来方向と１つ以上の別の到来方向は、２つ以上の到来方向のグループを形成する。２
つ以上の到来方向のグループのそれぞれの到来方向は、２つ以上の直進コンポーネント信
号Ｘdir1（ｋ，ｎ）、Ｘdir2（ｋ，ｎ）、…、Ｘdir q,m（ｋ，ｎ）のグループの１つの
直進コンポーネント信号Ｘdir j（ｋ，ｎ）に正確に割り当てられる。２つ以上の直進コ
ンポーネント信号の直進コンポーネント信号の数と、２つの到来方向の到来方向の数とは
等しい。
【誤訳訂正４５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０４】
　信号プロセッサ１０５は、例えば、２つ以上の直進コンポーネント信号Ｘdir1（ｋ，ｎ
）、Ｘdir2（ｋ，ｎ）、…、Ｘdir q（ｋ，ｎ）のグループと、２つ以上の到来方向のグ
ループとを受信するように構成されている。
【誤訳訂正４６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０５
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【０１０５】
　１つ以上の音声出力信号Ｙ1（ｋ，ｎ）、Ｙ2（ｋ，ｎ）、…、Ｙv（ｋ，ｎ）のそれぞ
れの音声出力信号Ｙi（ｋ，ｎ）のために、
　信号プロセッサ１０５は、例えば、２つ以上の直進コンポーネント信号Ｘdir1（ｋ，ｎ
）、Ｘdir2（ｋ，ｎ）、…、Ｘdir q（ｋ，ｎ）のグループのそれぞれの直進コンポーネ
ント信号Ｘdir j（ｋ，ｎ）のために、前記直進コンポーネント信号Ｘdir j（ｋ，ｎ）の
到来方向に依存している直進利得Ｇj,i（ｋ，ｎ）を決定するように構成され、
　信号プロセッサ１０５は、例えば、２つ以上の直進コンポーネント信号Ｘdir1（ｋ，ｎ
）、Ｘdir2（ｋ，ｎ）、…、Ｘdir q（ｋ，ｎ）のグループのそれぞれの直進コンポーネ
ント信号Ｘdir j（ｋ，ｎ）のために、前記直進コンポーネント信号Ｘdir j（ｋ，ｎ）の
直進利得Ｇj,i（ｋ，ｎ）を前記直進コンポーネント信号Ｘdir j（ｋ，ｎ）に適用するこ
とによって、２つ以上の処理された直進信号Ｙdir1,i（ｋ，ｎ）、Ｙdir2,i（ｋ，ｎ）、
…、Ｙdir q,i（ｋ，ｎ）のグループを生成するように構成され、そして、
　信号プロセッサ１０５は、例えば、前記音声出力信号Ｙi（ｋ，ｎ）を生成するために
、１つ以上の処理された拡散信号Ｙdiff,1（ｋ，ｎ）、Ｙdiff,2（ｋ，ｎ）、…、Ｙdiff

,v（ｋ，ｎ）の１つＹdiff,i（ｋ，ｎ）と、２つ以上の処理された信号Ｙdir1,i（ｋ，ｎ
）、Ｙdir2,i（ｋ，ｎ）、…、Ｙdir q,i（ｋ，ｎ）のグループのそれぞれの処理された
信号Ｙdir j,i（ｋ，ｎ）とを結合するように構成されている。
【誤訳訂正４７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０８】
　以下において、説明は、１つの平面波と、１つの到来方向と、１つの直進コンポーネン
ト信号とについて提供される。説明された概念は、１つ以上の平面波、１つ以上の到来方
向と、１つ以上の直進コンポーネント信号とについて、等しく適用可能であることが理解
される。
【誤訳訂正４８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１３】
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【誤訳訂正４９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１５】
　配列伝播ベクトルは、例えば、［８］において定義される。［８］の式（６）において
、配列伝播ベクトルは以下の式に従って定義される。

　ａ（ｋ，φl）＝［ａ1（ｋ，φl）・・・ａM（ｋ，φl）］T

　ここで、φlは、ｌ番目の平面波の到来方向の方位角度である。従って、配列伝播ベク
トルは到来方向に依存する。仮に、１つの平面波ｍのみが存在するか、または考慮される
ならば、インデックスｌは省略される。
【誤訳訂正５０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２３】
　従って、実施の形態に従って、分解モジュール１０１は、例えば、フィルタを、以下の
式に従う２つ以上の音声入力信号に適用することによって、直進コンポーネント信号を生
成するように構成されている。



(20) JP 2017-517948 A5 2018.8.16

　ここで、Φu（ｋ，ｎ）は、２つ以上の音声入力信号の雑音および拡散音のパワースペ
クトル密度行列を示す。ａ（ｋ，φ）は配列伝播ベクトルを示す。そして、φは、２つ以
上の音声入力信号の直進信号コンポーネントの到来方向の方位角度を示す。
【誤訳訂正５１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１５７】

【誤訳訂正５２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６４】
　従って、実施の形態において、信号プロセッサ１０５は、例えば、１つ以上の音声出力
信号のそれぞれの音声出力信号のために、直進利得Ｇi（ｋ，ｎ）が以下の式に従って定
義されるように、決定するように構成される。

　Ｇi（ｋ，ｎ）＝ｐi（ｔａｎ-1［ｃ　ｔａｎ（φ（ｋ，ｎ））］）

　ここで、ｉは前記音声出力信号のインデックスを示す。ｋは周波数を示す。ｎは時間を
示す。Ｇi（ｋ，ｎ）は直進利得を示す。φ（ｋ，ｎ）は、到来方向（例えば、到来方向
の方位角度）に依存している角度を示す。ｃは定数値を示す。ｐiはパンニング関数を示
す。
【誤訳訂正５３】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】０１６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６６】
　それから、実施の形態に従って、信号プロセッサ１０５は、例えば、１つ以上の音声出
力信号のそれぞれの音声出力信号毎に、前記音声出力信号のための直進利得を、到来方向
に依存しているルックアップ・テーブルから得るように構成されている。
【誤訳訂正５４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６７】
　実施の形態において、信号プロセッサ１０５は、直進利得関数ｇi（ｋ，ｎ））のため
のルックアップ・テーブルを計算する。例えば、全ての可能な十分な角度、例えば１°、
２°、３°…のために、ＤＯＡの方位値φ毎に、直進利得Ｇi（ｋ，ｎ）が事前に計算さ
れて記憶される。そして、到来方向の現在の方位値φが受信されるとき、信号プロセッサ
１０５は、ルックアップ・テーブルから現在の方位値φのための直進利得Ｇi（ｋ，ｎ）
を読み取る。（現在の方位値φは、例えばルックアップ・テーブル議論値であり、直進利
得Ｇi（ｋ，ｎ）は、例えばルックアップ・テーブルリターン値である。）。ＤＯＡの方
位φの代わりに、別の実施の形態において、ルックアップ・テーブルは、到来方向に依存
しているどのような角度に対しても計算される。これは利点を持つ。利得値は、いつも全
ての時間ポイントのために、または、全ての時間－周波数ビンのために計算される必要が
あるわけではない。けれども代わりに、ルックアップ・テーブルは１回計算されると、そ
れからは、受信された角度φのために、直進利得Ｇi（ｋ，ｎ）がルックアップ・テーブ
ルから読み取られる。
【誤訳訂正５５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６８】
　従って、実施の形態に従って、信号プロセッサ１０５は、例えば、ルックアップ・テー
ブルを計算するように構成されている。ルックアップ・テーブルは複数のエントリーを含
む。エントリーのそれぞれは、ルックアップ・テーブル議論値と、前記議論値に割り当て
られているルックアップ・テーブルリターン値とを含む。信号プロセッサ１０５は、例え
ば、到来方向に依存しているルックアップ・テーブルのルックアップ・テーブル議論値の
うちの１つを選択することによって、ルックアップ・テーブルからルックアップ・テーブ
ルリターン値のうちの１つを得るように構成されている。さらに、信号プロセッサ１０５
は、例えば、ルックアップ・テーブルから得られたルックアップ・テーブルリターン値の
うちの前記１つに依存している１つ以上の音声出力信号の少なくとも１つのために、利得
値を決定するように構成されている。
【誤訳訂正５６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６９】
　信号プロセッサ１０５は、例えば、別の利得値を決定するために、別の到来方向に依存
しているルックアップ・テーブル議論値のうちの別の１つを選択することによって（同じ
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）ルックアップ・テーブルから、ルックアップ・テーブルリターン値のうちの別の１つを
得るように構成されている。例えば、信号プロセッサは、例えば、前記別の到来方向に依
存する後の方の時間ポイントに、別の方向の情報を受信する。
【誤訳訂正５７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１８３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１８３】
　２つ以上の音声出力信号のそれぞれのパンニング利得関数は、複数のパンニング関数議
論値を含む。パンニング関数リターン値は、前記パンニング関数議論値のそれぞれに割り
当てられる。前記パンニング関数が、前記パンニング関数議論値の１つを受信するとき、
前記パンニング関数は、前記パンニング関数議論値のうちの前記１つに割り当てられてい
るパンニング関数リターン値を戻すように構成される。そして
【誤訳訂正５８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１８４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１８４】
　信号プロセッサ１０５は、前記音声出力信号に割り当てられているパンニング利得関数
のパンニング関数議論値の直進依存議論値に依存して、２つ以上の音声出力信号のそれぞ
れを決定するように構成されている。前記直進依存議論値は、到来方向に依存する。
【誤訳訂正５９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１８６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１８６】
　２つ以上の音声出力信号の第１音声出力信号および第２音声出力信号のペアのそれぞれ
について、第１の音声出力信号のパンニング利得関数の１つ以上のグローバル最大値のう
ちの少なくとも１つは、第２の音声出力信号のパンニング利得関数の１つ以上のグローバ
ル最大値のうちの何れとも相違する。
【誤訳訂正６０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１９３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１９３】
　音声出力信号のうちの前記少なくとも１つのそれぞれの音声出力信号のパンニングルッ
クアップ・テーブルは、例えば、複数のエントリーからなる。エントリーのそれぞれは、
前記音声出力信号のパンニング利得関数のパンニング関数議論値と、前記パンニング関数
議論値に割り当てられているパンニング利得関数のパンニング関数リターン値とからなる
。信号プロセッサ１０５は、到来方向に依存して、パンニングルックアップ・テーブルか
ら方向依存議論値を選択することによって、前記パンニングルックアップ・テーブルから
パンニング関数リターン値の１つを得るように構成されている。信号プロセッサ１０５は
、前記パンニングルックアップ・テーブルから得られた前記パンニング関数リターン値の
うちの１つに依存して、前記音声出力信号のための利得値を決定するように構成されてい
る。
【誤訳訂正６１】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２００
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２００】
　例えば、以下の式（２７）において、

　ｗb（φ）＝ｗ（ｔａｎ-1［βｃ　ｔａｎφ］）　　（２７）

　到来方向φの方位角度は、窓利得関数ｗb（φ）の窓関数議論値である。窓利得関数ｗb

（φ）は、ズーム情報、ここでは、ズームファクターβに依存する。
【誤訳訂正６２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２０５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２０５】
　窓利得関数は、例えば、ルックアップ・テーブルとして実施される。そのような実施の
形態において、信号プロセッサ１０５は、窓ルックアップ・テーブルを計算するように構
成されている。窓ルックアップ・テーブルは、複数のエントリーを含む。エントリーのそ
れぞれは、窓利得関数の窓関数議論値と、前記窓関数議論値に割り当てられている窓利得
関数の窓関数リターン値とからなる。信号プロセッサ１０５は、到来方向に依存している
窓ルックアップ・テーブルの窓関数議論値のうちの１つを選択することによって、窓ルッ
クアップ・テーブルから窓関数リターン値のうちの１つを得るように構成されている。さ
らに、信号プロセッサ１０５は、窓ルックアップ・テーブルから得られた窓関数リターン
値のうちの前記１つに依存している１つ以上の音声出力信号の少なくとも１つのための利
得値を決定するように構成されている。
【誤訳訂正６３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２２５】
　従って、実施の形態に従って、信号プロセッサ１０５は、例えば、２つ以上の音声入力
信号の直進信号コンポーネントの到来方向である到来方向のオリジナルの方位角度φ’
（ｋ，ｎ）を受信するように構成され、そして、距離情報ｒを更に受信するように構成さ
れている。信号プロセッサ１０５は、例えば、オリジナルの到来方向の方位角度φ’（ｋ
，ｎ）、および、距離情報ｒとｇとに依存して、到来方向の修正された方位角度φ（ｋ，
ｎ）を計算するように構成されている。信号プロセッサ１０５は、例えば、修正された到
来方向の方位角度φ（ｋ，ｎ）に依存して、１つ以上の音声出力信号のそれぞれの音声出
力信号を生成するように構成されている。
【誤訳訂正６４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２３４】
　ぼやけ効果は、以下のぼやけ効果、ローパスフィルタリングや、遅延された直進音の追
加や、直進音減衰や、時間的円滑化および／またはＤＯＡ拡がりの選択された１つまたは
組み合わせとして得られる。従って、実施の形態に従って、信号プロセッサ１０５は、例



(24) JP 2017-517948 A5 2018.8.16

えば、ローパスフィルタリングを実施することによって、または、遅延された直進音を追
加することによって、または、直進音の減衰を実施することによって、または、時間的円
滑化を実施することによって、または、到来方向の拡がりを実施することによって、１つ
以上の音声出力信号を生成するように構成されている。
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